
精
糖
工
業
会
は
５
月
２８

日
、
定
時
総
会
を
開
催
し
飯

田
雅
明
会
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
樋
口
洋
一
副
会
長
を
新

会
長
に
選
任
し
た
。
ま
た
、

新
た
に
三
井
製
糖
の
雑
賀
大

介
社
長
と
大
日
本
明
治
製
糖

の
顧
問
（
６
月
に
社
長
）
の

佐
藤
裕
氏
が
副
会
長
に
就

任
。
樋
口
新
会
長
は
同
日
に

記
者
会
見
し
方
針
を
述
べ

た
。
（
方
針
は
２
面
に
掲

載
）新

体
制
は
次
の
通
り
▽
会

長
�
樋
口
洋
一
（
日
新
製
糖

緑茶飲料市場で共働き世帯の増加など社会

の急速な変化に対応した取り組みが顕著にな

っている。緑茶飲料は主に４０～５０代男性に支

えられ飲料市場ではコーヒーに次ぐ２番目に

大きなカテゴリー。市場規模は４，０００億円

強。近年はトクホをはじめとする健康系の商

品や抹茶入りといった嗜好性を高めた商品な

どが次々と発売されていることもあって数量

・金額とも右肩上がりとなっている。

今
年
、
女
性
の
取
り
込
み

に
本
腰
を
入
れ
た
の
は
伊
藤

園
。
近
年
の
有
職
女
性
の
増

加
を
受
け
、
「
働
く
女
性
か

ら
新
し
い
飲
用
シ
ー
ン
が
生

ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」

（
社
三
雄
専
務
取
締
役
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
長
）
と
の

見
方
か
ら
、
５
月
１
日
に

「
お
～
い
お
茶

新
緑
」
を

新
発
売
し
た
。
そ
の
出
足
は

好
調
で
、
「
一
般
的
に
緑
茶

飲
料
は
６
対
４
の
割
合
で
男

性
が
多
い
が
『
お
～
い
お
茶

新
緑
』
は
逆
で
女
性
が
６

割
以
上
を
占
め
特
に
２０
～
３０

代
が
多
い
」
（
安
田
哲
也
緑

茶
ブ
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
ブ
ラ

ン
ド
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
と
い

う
。

中
味
は
、
働
く
女
性
が
日

常
的
に
感
じ
て
い
る
ス
ト
レ

ス
の
発
散
に
貢
献
す
べ
く
設

計
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
・
安
眠
な
ど
の
効
果

が
言
わ
れ
て
い
る
テ
ア
ニ
ン

に
着
目
し
、
二
番
茶
や
三
番

茶
と
比
べ
て
テ
ア
ニ
ン
、
ア

ミ
ノ
酸
量
が
特
に
多
く
含
ま

れ
る
国
産
一
番
茶
を
１
０
０

％
使
用
し
て
い
る
。

既
存
品
で
は
「
お
～
い
お

茶

ほ
う
じ
茶
」
で
女
性
層

の
取
り
込
み
に
成
功
。
同
商

品
は
主
に
４０
代
以
上
の
女
性

に
支
持
さ
れ
「
お
～
い
お

茶
」
ブ
ラ
ン
ド
の
中
で
は
最

も
高
い
伸
長
率
で
好
調
を
維

持
し
て
い
る
。

コ
カ
・
コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム

は
昨
年
、
「
綾
鷹
」
の
派
生

商
品
と
し
て
発
売
し
た
「
綾

鷹

に
ご
り
ほ
の
か
」
が
女

性
や
緑
茶
ノ
ン
・
ラ
イ
ト
ユ

ー
ザ
ー
を
獲
得
。
今
年
は
こ

の
「
に
ご
り
ほ
の
か
」
を
さ

ら
に
改
善
さ
せ
た
形
で
、
茶

葉
本
来
の
甘
み
を
強
調
し
た

「
茶
葉
の
あ
ま
み
」
を
２
月

に
発
売
し
た
と
こ
ろ
、
「
物

凄
く
売
れ
て
お
り
、
女
性
に

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
い
る

と
思
う
」
（
日
本
コ
カ
・
コ

ー
ラ
の
小
林
香
予
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
本
部
テ
ィ
ー
カ
テ
ゴ

リ
ー
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
）
。

「
こ
こ
ろ
に
、
お
茶
を
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
情
緒
に
訴

え
る
の
は
サ
ン
ト
リ
ー
食
品

「
綾
鷹

茶
葉
の
あ
ま
み
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
招
か
れ
た

Ｃ
Ｍ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
吉
岡
里
帆
さ
ん

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

「
伊
右
衛
門
」
本
体
（
緑

茶
）
。
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
ジ
ャ
パ
ン
事
業
本
部
ブ

ラ
ン
ド
開
発
第
一
事
業
部
の

佐
藤
匡
氏
は
「
昨
年
、
売
上

げ
は
伸
び
た
も
の
の
、
品
質

訴
求
に
偏
り
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
。
お
客
さ
ま
の
声
を
聞
く

と
、
品
質
に
加
え
て
、
淹
れ

た
お
茶
を
飲
ん
だ
時
の
�
ほ

っ
と
�
す
る
気
持
ち
が
重
要

で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
」
と

説
明
し
た
。

消
費
者
が
お
茶
で
�
ほ
っ

と
�
す
る
気
持
ち
を
求
め
る

背
景
に
つ
い
て
は
「
少
子
高

齢
化
社
会
や
Ａ
Ｉ
の
台
頭
、

デ
ジ
タ
ル
進
化
、
共
働
き
家

庭
の
増
加
な
ど
社
会
の
流
れ

が
急
速
に
早
く
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
理
想
と

現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
目
の
当

た
り
に
す
る
機
会

が
増
え
、
こ
こ
ろ

に
ざ
わ
つ
き
を
抱

え
る
人
が
多
く
な

っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
と
み
て

い
る
。

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
の

「
生
茶
」
は
「
今
ま
で
お
茶

を
飲
む
シ
ー
ン
で
は
な
い
と

思
わ
れ
て
い
た
シ
ー
ン
で
も

お
い
し
い
と
感
じ
て
も
ら

い
、
お
茶
自
体
が
新
し
い
も

の
と
い
う
印
象
を
与
え
て
い

き
た
い
」
（
川
口
尊
男
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
部
商
品
担
当
主
任
）

と
の
考
え
か
ら
、
生
活
シ
ー

ン
を
描
い
た
広
告
を
一
貫
し

て
展
開
し
て
い
る
。

現
在
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
を

舞
台
に
し
た
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
「
生

茶
氷
編
」
を
放
映
。
夏
場
も

「
普
段
意
識
し
て
い
な
い
シ

ー
ン
に
、
あ
え
て
お
茶
を
登

場
さ
せ
る
こ
と
で
、
お
茶
の

楽
し
み
方
の
想
像
が
広
が
る

よ
う
に
す
る
」
。

近
年
の
緑
茶
飲
料
活
性
化

の
煽
り
を
食
っ
て
い
る
ア
サ

ヒ
飲
料
の
ブ
レ
ン
ド
茶
「
十

六
茶
」
も
今
年
、
有
職
女
性

の
増
加
や
情
緒
面
に
着
目
。

５
月
２２
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

発
売
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
従

来
の
３０
～
４０
代
の
男
女
か
ら

子
を
持
つ
３０
代
の
有
職
女
性

に
絞
り
込
み
情
緒
価
値
の
訴

求
を
強
化
し
て
巻
き
返
し
を

図
っ
て
い
く
。
（
４
～
８
面

に
「
無
糖
茶
飲
料
特
集
」
）

日
本
漬
物
産
業
同
友
会
は

５
月
２９
日
、
都
内
で
設
立
総

会
を
開
い
た
。
昨
年
３
月
末

に
解
散
し
た
日
本
漬
物
輸
入

事
業
協
同
組
合
（
日
漬
輸
）

の
後
継
団
体
で
あ
り
、
前
身

の
日
漬
輸
同
様
、
業
界
発
展

に
向
け
た
リ
ア
ル
な
情
報
と

意
見
交
換
の
場
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

議
事
で
は
規
約
案
を
承
認

し
た
。
ま
た
、
一
時
休
会
し

て
第
１
回
理
事
会
を
開
き
、

役
付
き
理
事
を
選
任
。
会
長

に
宮
前
有
一
郎
氏
、
副
会
長

に
遠
藤
栄
一
氏
が
就
任
し

た
。
さ
ら
に
委
員
会
設
立
に

つ
い
て
検
討
し
、
原
料
対
策

委
員
会
（
梅
澤
綱
祐
委
員

長
）
と
視
察
研
修
委
員
会

（
宮
前
有
一
郎
委
員
長
）
の

設
立
を
承
認
し
た
。
な
お
会

員
数
は
約
４０
社
で
始
動
し

た
。前

団
体
の
日
漬
輸
に
は
半

世
紀
の
歴
史
が
あ
り
、
輸
入

原
料
の
安
定
調
達
や
生
産
状

況
の
情
報
交
換
を
目
的
に
活

動
し
た
。
ま
た
、
毎
年
海
外

視
察
研
修
を
行
い
、
原
料
新

産
地
の
可
能
性
を
探
っ
た
ほ

か
、
酢
漬
け
委
員
会
や
塩
漬

野
菜
委
員
会
な
ど
各
委
員
会

を
開
催
し
、
輸
入
原
料
の
動

向
に
つ
い
て
率
直
に
意
見
を

交
わ
し
て
き
た
。

新
団
体
で
は
テ
ー
マ
を
輸

入
原
料
に
限
定
す
る
こ
と
な

く
、
他
の
切
り
口
で
も
活
動

し
て
い
く
。
会
員
の
事
業
に

役
立
つ
知
識
や
経
験
の
共
有

を
促
進
し
、
業
界
発
展
の
礎

と
な
る
知
見
の
研
さ
ん
を
目

指
す
。

宮
前
有
一
郎
会
長
は
「
理

事
会
の
メ
ン
バ
ー
は
若
い

方
々
が
中
心
と
な
り
、
わ
れ

わ
れ
の
業
界
の
中
で
も
責
任

を
負
っ
て
い
く
メ
ン
バ
ー
で

構
成
で
き
た
。
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
理
事
の
メ
ン
バ

ー
も
成
長
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
理
事
・
監
事
は

以
下
の
通
り
。

【
理
事
】
▽
宮
前
有
一
郎

（
み
や
ま
え
）
▽
遠
藤
栄
一

（
遠
藤
食
品
）
▽
浅
田
康
裕

（
ア
サ
ダ
）
▽
梅
澤

綱
祐（
や
ま
う
）▽
籠

島
正
雄
（
新
進
）
▽

遠
山
昌
子
（
赤
城
フ

ー
ズ
）
▽
安
田
琢
磨

（
寿
食
品
）
▽
山
本

正
憲
（
山
本
食
品
工

業
）
【
監
事
】
▽
菅

野
嘉
弘
（
す
が
野
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

社
長
）
▽
副
会
長
�
舩
越
義

和
（
フ
ジ
日

本

精

糖

社

長
）
、
小
島
康
之
（
東
洋
精

糖
社
長
）
、
佐
藤
浩
雄
（
伊

藤
忠
製
糖
社
長
）
、
雑
賀
大

介
（
三
井
製
糖
社
長
）
、
佐

藤
裕
（
大
日
本
明
治
製
糖
新

社
長
）
▽
専
務
理
事
�
石
島

一
郎
▽
理
事
�
赤
木
正
樹

（
第
一
糖
業
社
長
）
、
惠
本

司
（
日
本
甜
菜
製
糖
新
社

長
）
、
内
田
豊
▽
監
事
�
福

井
直
也
（
中
日
本
氷
糖
社

長
）

���������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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ト

ー

ホ

ー
、
尾
家
産

業
、
久
世
の

業
務
用
卸
上

場
３
社
の
前

期
決
算
は
い

ず
れ
も
営
業

減
益
と
な
っ
た
。
そ
の
要

因
に
は
仕
入
れ
価
格
や
物

流
費
、
人
件
費
の
上
昇
が

挙
げ
ら
れ
る
▼
外
食
市
場

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に

よ
る
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ

ン
の
活
況
や
、
大
手
チ
ェ

ー
ン
の
業
績
改
善
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
２５
兆
円
産

業
の
大
半
を
占
め
る
地
場

の
飲
食
店
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
。
人
手
不
足

対
策
で
営
業
時
間
の
短
縮

と
単
価
ア
ッ
プ
に
成
功

し
、
生
産
性
向
上
に
つ
な

げ
た
事
例
も
あ
る
が
、
中

小
事
業
者
で
は
対
応
し
き

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ

▼
広
大
な
裾
野
を
有
す
る

外
食
産
業
を
支
え
る
業
務

用
流
通
に
お
い
て
も
、
働

き
方
改
革
と
生
産
性
向
上

は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
社
会
問
題
と
な
っ

た
宅
配
便
の
値
上
げ
と
同

様
に
、
長
時
間
労
働
の
見

直
し
や
待
遇
改
善
を
進
め

な
け
れ
ば
、
今
後
ま
す
ま

す
労
働
人
口
が
減
少
す
る

中
で
、
安
定
的
な
人
材
確

保
が
難
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
る
▼
国
内
市
場
の

成
熟
化
が
進
み
、
大
幅
な

売
上
げ
増
が
難
し
い
中

で
、
待
遇
改
善
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
「
未
来
へ
の
投

資
」
「
意
思
あ
る
コ
ス
ト

増
」
で
も
あ
る
。
大
手
メ

ー
カ
ー
ト
ッ
プ
は
「
働
き

甲
斐
が
愛
社
精
神
を
醸
成

し
、
会
社
の
成
長
に
つ
な

が
る
時
代
」
と
表
現
す
る

よ
う
に
、
働
き
方
改
革
へ

の
取
り
組
み
は
業
界
全
体

の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

日
本
水
産
は
５
月
２３
日
、

「
持
続
可
能
な
水
産
資
源
か
ら

世
界
の
人
々
を
健
康
に
―
独
自

の
技
術
を
活
か
し
価
値
を
創
造

す
る
メ
ー
カ
ー
を
目
指
す
」
を

掲
げ
た
新
中
期
経
営
計
画
「
Ｍ

Ｖ
Ｉ
Ｐ
＋
（
プ
ラ
ス
）
２
０
２

０
」（
１８
～
２０
年
）を
発
表
、
成

長
と
企
業
価
値
向
上
へ
の
取
り

組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

事
業
を
通
じ
た
社
会
課
題
へ
の

取
り
組
み
と
い
っ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経

営
の
進
化
を
打
ち
出
し
た
。

前
中
計
（
Ｍ
Ｖ
Ｉ
Ｐ
２
０
１

７
）
は
掲
げ
て
い
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
を
す

べ
て
達
成
。
最
終
年
度
は
過
去

最
高
の
営
業
利
益
を
更
新
し

た
。
３
年
間
で
食
品
事
業
が
大

幅
増
収
と
な
り
、
利
益
面
で
は

南
米
鮭
鱒
養
殖
事
業
、
国
内
の

冷
食
・
チ
ル
ド
、
欧
州
チ
ル
ド

が
好
調
に
推
移
し
た
。

自
己
資
本
比
率
は
２８
・
４

％
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
（
Ｃ

Ｆ
）
面
で
も
営
業
Ｃ
Ｆ
に
加
え

公
募
増
資
も
あ
り
、
借
入
金
は

計
画
比
３
６
２
億
円
削
減
と
な

る
２
千
３８
億
円
と
な
っ
た
。

新
中
計
で
は
�
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
対
応
�
�
海
外

展
開
�
�
ひ
と
つ
上
の
ス
テ
ー

ジ
に
向
け
た
取
り
組
み
�
を
通

じ
て
社
会
課
題
に
取
り
組
み

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
、
技
術
力
・
経
営

基
盤
の
強
化
を
図
る
な
ど
し

て
、
２０
年
に
は
売
上
高
１７
年
比

１
１
１
％
を
目
指
す
。

�
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
化
へ

の
対
応
�
で
は
即
食
・
簡
便
、

健
康
な
ど
の
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し

た
事
業
へ
構
造
転
換
。
ま
た
欧

州
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

社
を
５
工
場
体
制
に
す
る
な
ど

加
工
・
生
産
機
能
の
強
化
・
再

編
を
図
る
。

�
海
外
展
開
�
で
は
欧
州
に

お
い
て
年
６
～
８
％
の
成
長
を

図
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
で
は

最
適
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
索
し
和

食
商
材
市
場
の
創
出
と
域
内
生

産
機
能
を
核
に
し
た
外
食
市
場

の
成
長
を
図
る
。
ア
ジ
ア
向
け

販
売
は
２０
年
３
５
０
億
円
、
２３

年
５
０
０
億
円
を
掲
げ
る
。

�
ひ
と
つ
上
の
ス
テ
ー
ジ
に

向
け
た
取
り
組
み
�
と
し
て
は

南
米
以
外
で
の
海

外
養
殖
事
業
の
検

討
や
新
規
魚
種
へ

の
挑
戦
、
新
規
機

能
性
脂
質
の
研
究

を
あ
げ
る
。
さ
ら

に
豪
州
最
大
の
え

び
養
殖
会
社
シ
ー

フ
ァ
ー
ム
ズ
グ
ル

ー
プ
社
に
資
本
参

加
、
２１
億
円
を
投

資
す
る
。

�
技
術
力
・
経

営
基
盤
強
化
�
の
一
環
と
し
て

事
業
と
連
動
し
た
物
流
体
制
の

構
築
を
行
い
チ
ル
ド
物
流
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
や
人
手
不
足
な
ど

へ
対
応
、
外
箱
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
な
ど
で
コ
ス
ト
削
減
、
効

率
化
を
図
る
。

�
Ｃ
Ｓ
Ｒ
�
で
は
持
続
性
に

配
慮
し
た
資
源
ア
ク
セ
ス
な
ど

の
ほ
か
、
働
き
方
改
革
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
に
よ
る
健
康
経
営

も
掲
げ
る
。

６
月
に
は
取
締
役
会
の
任
意

諮
問
機
関
と
し
て
指
名
・
報
酬

委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

も
図
る
。

財
務
面
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
１
千
２
０
０
億
円
の
創
出

を
目
指
し
、
Ｍ
＆
Ａ
を
含
む
成

長
投
資
に
約
９
０
０
億
円
を
見

込
む
ほ
か
自
己
資
本
充
実
、
株

主
還
元
の
向
上
を
目
指
す
。

以
上
に
よ
り
２０
年
度
の
営
業

利
益
面
で
は
、
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ

カ
ル
の
構
成
比
や
国
内
養
殖
事

業
の
比
率
を
高
め
収
益
力
向

上
、
安
定
化
を
図
る
。
食
品
で

は
中
食
・
惣
菜
、
凍
菜
事
業
の

比
率
を
高
め
る
な
ど
構
造
転
換

す
る
。

新
中
計
初
年
度
に
当
た
る
１８

年
度
は
養
殖
事
業
の
進
化
や
加

工
機
能
の
強
化
な
ど
で
水
産
事

業
の
成
長
を
目
指
し
、
食
品
事

業
は
健
康
訴
求
商
品
群
の
拡

充
、
凍
菜
の
拡
大
、
お
に
ぎ
り

ラ
イ
ン
増
強
な
ど
で
「
人
手
不

足
・
時
短
・
即
食
」
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
。
ま
た
省
力
化
・
省

人
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
を
目

指
す
。

フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
事
業
で

は
海
外
展
開
に
向
け
た
準
備
や

通
販
事
業
で
の
利
益
拡
大
を
狙

う
。

宮
前
会
長

―４．０％４．５％ＲＯＡ

１２７％１７３億円２２０億円当期純利益

１２９％２４８億円３２０億円経常利益

１２３％２３４億円２９０億円営業利益

１１１％６，８３０億円７，５６０億円売上高

増減率１７年度実績２０年度計画

■ＭＶＩＰ＋（プラス）２０２０ＫＰＩ■

無糖茶飲料

……………………
きょうの主な内容

��～�� 無 糖 茶
飲料特集

健康志向の高まりと
手淹れからＲＴＤへ
のシフトで拡大傾向。

日本漬物産業同友会

都内で設立総会開催
会長に宮前有一郎氏（みやまえ）

精糖工業会

新
会
長
に
樋
口
洋
一
氏（

日
新
製
糖

社

長

）

副
会
長
も
新
た
に
２
人
就
任

成
長
と
企
業
価
値
向
上
強
化

豪
州
え
び
養
殖
へ
資
本
参
加

新新中中期期経経営営計計画画 働働
くく
女女
性性
にに
照照
準準

大 手 各 社

世世相相をを

反反映映
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樋
口
新
会
長

日本
水産

�１� ２０１８年（平成３０年）６月１日 金曜日（月・水・金曜日発行）第９６４３号 （昭和２２年１月３０日第３種郵便物認可）


